
11.7 2030年までに、女性・子ども、高齢者および障
害者を含め、人々に安全で包摂的かつ利用が容易な緑地
や公共スペースへの普遍的アクセスを提供する。

自動ドアセンサーのご紹介はこちら

https://www.optex.co.jp/products/automatic-door/about.html

7.3 2030年までに、世界全体のエネルギー効率の改善率

を倍増させる。

事業内容

関連する目標 ターゲット

自動ドアセンサー

自動ドアシステムの目の部分を担う自動ドアセンサーには、利用される子供、
高齢者、障がい者を含むすべての方が安全、安心に通過することが求められ
ます。
オプテックス㈱では各国の安全基準だけでなく、OPTS(Optex Product Test 
Standard)という独自の基準をクリアした製品のみ販売しています。

また、画像技術を用いて人の歩く速度や進む方向を読み取り、歩く速度に合
わせて最適なタイミングで自動ドアを開く快適性と、自動ドアを横切った際
の不要な開閉を削減することによる省エネを両立させた自動ドアセンサーを
開発。
ドアの無駄開きを減らすことで、電力消費量を約30%削減（従来比）室内環
境の向上に寄与しています。

無駄開き防止自動ドアセンサー eスムースセンサー VVS-1

貢献する目標 タ ー ゲ ッ ト

オプテックス株式会社

ーSDGs目標達成に貢献するオプテックスグループの事業ー

https://www.optex.co.jp/products/automatic-door/about.html

